
 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 8 月 

徳島大学病院 

山桃の会 

糖尿病臨床・ 

研究開発センター 

 

インスリン製剤の役割と種類 

追加分泌の 

低下や遅れ 

追加・基礎分

泌ともに低下 
血糖値は膵臓から分泌される「インスリン」に

よって調整されています。 

肝臓でのブドウ糖産生のバランスを保つ基礎分

泌と、食事による血糖上昇に対して分泌される

追加分泌の 2 パターンから成り立っています。 

インスリン製剤の役割は 

崩れてしまった分泌パターンを補い、

正常な血糖値を維持することです 
〈インスリン製剤〉 

追加分泌を補う 

超速効型インスリン製剤 

（ノボラピッド，ヒューマログ，アピ

ドラなど）  

作用発現時間は 10～20分， 

作用持続時間は 3～5時間 

食事の 15分前～直前に投与 

 

速効型インスリン製剤 

（ヒューマリン R，ノボリン Rなど）  

作用発現時間は 30分～1時間 

作用持続時間は 5～8時間 

食事の 30分前に投与 

基礎分泌を補う 

持効型溶解インスリン製剤 

（トレシーバ，グラルギン，ラン

タス，ランタス XRなど）  

作用持続時間は 24時間以上 

 

配合溶解インスリン製剤 

（ライゾデグ） 

超速効型と持効型溶解を配合した

インスリン製剤。注射回数を減らせ

るメリットがある一方、細やかな調

整は難しい。 

追加＋基礎分泌を補う 

新規の超速効型インスリン製剤（フィアスプ，ルムジェブ） 

既存の超速効型インスリン製剤に添加剤を加えることで、皮下か

らの吸収を速め、インスリンを投与してから血糖値が下がり始め

るまでの時間が速くなりました。 

食事開始時（食事開始前の 2 分以内）に投与しますが、患者さん

の状態や生活習慣によって、必要であれば食事開始後（食事開始

から 20 分以内）の投与も可能であり、ライフスタイルに合わせ

た柔軟な投与タイミングの選択ができるようになりました。 



  

インスリンと GLP-1 受容体作動薬の配合注射製剤 

持効型溶解インスリンと、GLP-1 受容体作動薬を固定比率で配合した製剤が発売されました。 

「インスリン療法が適応となる２型糖尿病」の方が適応になるお薬です。 

 

膵臓を刺激して、 

インスリン（血糖値を下げるホルモン）の分泌を促したり、 

グルカゴン（血糖値を上げるホルモン）を抑えることによって、 

血糖値を下げます。 

GLP-1 はインクレチンという食後

に十二指腸や小腸から分泌される

ホルモンのひとつです。 

（※他の糖尿病の薬と一緒に使用しているときは注意が必要です。） 

インクレチンは血糖が高いときに作用するので、食後の高血糖を改善し、 

低血糖の心配が少ないことも特徴です※
 

胃の動きを抑えたり、脳に直接

作用して食欲を抑える働きも

あります。 

GLP-1受容体作動薬とは？ 

インスリンと GLP-1 受容体作動薬のコラボにより、インスリンで空腹時血糖を下

げ、GLP-1 受容体作動薬で食後血糖を下げるという２つの血糖改善作用を示します。 

インスリンには低血糖や体重増加、GLP-1 受容体作動薬には胃もたれ感や下痢など

の消化器症状といった課題がありますが、両者の併用はこれらを軽減することが期

待できます。 

インスリン製剤の保管方法 

 

 

インスリン製剤は、成分が変化すると効果がえられないことがあります。 

温度の管理と遮光が大切です。 

未使用時は、冷蔵庫内保管 使用開始後は、室温（３０℃以下）に保管します。 

① 凍らせないようにしましょう。 

工夫：冷蔵庫の冷却風をさけた場所に置きましょう。 

寒い時は、外気にふれないようにタオルに包んで持ち歩きましょう。 

② 直射日光をさけましょう。 

工夫：窓際に置かないようにしましょう。 

③ 高温をさけましょう。 

工夫：車中に放置をしないようにしましょう。風通しのよいところに置きましょう。 

持ち運ぶ時は保冷剤をハンカチやタオルで包み保冷バックに入れましょう。 

④子どもやペットが届かないところに保管しましょう。 

⑤飛行機では、手荷物用として機内に持ち込みましょう。 

インスリンは消毒綿や注射針と一緒にポーチに入れて一緒に保管しましょう！ 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=http://www.sashienomori.com/japanese/zakka1.html&psig=AOvVaw21IsdPixudOWJEUOWPg8sn&ust=1596577372633000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOC6qrKAgOsCFQAAAAAdAAAAABAL


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県糖尿病協会・徳島大学病院糖尿病患者会「山桃の会」 

入会のご案内 

  

「山桃の会」は、徳島県糖尿病協会および徳島大学病院の糖尿病の 

患者会です。患者さんやそのご家族の方、医療従事者が入会できます。 

糖尿病に関する情報提供を行い、会員の皆さまの知識向上とよりよ 

い診療や療養指導の形成を目指しております。 

 本会にご入会していただきますと、患者会や糖尿病に関するイベント 

のご案内、月刊誌 “さかえ” を毎月郵送いたします。 

「山桃の会」の年会費は、3500 円です。 

  （主に日本糖尿病協会年会費、さかえ年間購読、郵送料込み） 

＊途中入会の場合は、上記を月割して、３月 31 日までの期間分を 

徴収させていただきます。 

 

毎月最新の糖尿病の情報が 

特集・企画されています。 

非常にわかりやすく書かれていて、 

読みやすい 1 冊です。 

新たな知識が増えます 

入会希望の方は、別紙入会申込書に必要事項をご記入の上、FAX でお送りください。 

入会申込書は、下記にご連絡ください。 

 

「山桃の会」 事務局 

〒770-8503 徳島市蔵本町 3-18-15 

徳島大学 糖尿病臨床・研究開発センター 

TEL：088-633-7587  FAX：088-633-7589 

Mail：ｄｔｒｃ＠tokushima-u.ac.jp 

 
  


